
(57)【要約】

薄膜トランジスタ型液晶ディスプレイ（ＴＦＴ－ＬＣＤ

）構造体の新規な構造は、入力データへの高速応答性と

広視野角の両方を提供する。前記デバイスの構造は、１

つのピクセル電極層と、２つの共通電極層から成る。本

発明の構造体は、高速応答性も広視野角も両方とも必要

とする液晶テレビ（ＬＣＤ－ＴＶ）のモニターに使用す

ることができる。さらに、高速応答性を必要とする他の

液晶技術も、本発明のＴＦＴ－ＬＣＤから利益を得るこ

とができる。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 速 応 答 性 及 び 広 視 野 角 を 有 す る 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ で あ っ て 、
　 第 １ の 共 通 電 極 層 を 有 す る 第 １ の 基 板 と 、
　 ピ ク セ ル 電 極 層 及 び 第 ２ の 共 通 電 極 層 の 両 方 を 有 す る 第 ２ の 基 板 と 、
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 挟 ま れ た 液 晶 と 、
　 高 速 な 入 力 デ ー タ 転 送 速 度 に 対 す る 高 速 応 答 性 及 び 見 る 人 に と っ て の 広 視 野 角 を も た ら
す た め に 、 前 記 第 １ の 基 板 に あ る 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 に あ る 前 記 ピ
ク セ ル 電 極 層 及 び 第 ２ の 共 通 電 極 層 の 両 方 と の 間 に 電 界 を 発 生 さ せ る 手 段 と を 含 む こ と を
特 徴 と す る デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 界 発 生 手 段 は 、 前 記 第 ２ の 基 板 に あ る 絶 縁 層 に よ っ て 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 か ら 隔
て ら れ た 、 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ
イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 に 電 源 を 供 給 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 に 電 源 を 供 給 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に
記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 に 電 源 を 供 給 す る 手 段 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 と 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 と の 一 方 に 電 源 を 供 給 す る 手 段 は 、 等 し
く な い 電 圧 を 発 生 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 、 ４ 及 び ５ の い ず れ か に 記 載 の デ ィ ス
プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 等 し く な い 電 圧 は 、 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 で は 、 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 よ り も 高 い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 等 し く な い 電 圧 は 、 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 で は 、 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 よ り も 高 い
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 界 発 生 手 段 は 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 と 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 と 部 分 の 間 に 、 抵 抗
フ ィ ル ム を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 に 隣 接 し た 誘 電 体 層 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記
載 の デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 発 生 し た 電 界 は 、 縦 方 向 の 電 界 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス プ
レ イ 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 発 生 し た 電 界 は 、 非 縦 方 向 の 電 界 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ィ ス
プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ に 高 速 応 答 性 及 び 広 視 野 角 を 提 供 す る 方 法 で あ っ
て 、
　 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 液 晶 層 を 配 置 す る ス テ ッ プ と 、
　 入 力 デ ー タ に 対 す る 高 速 応 答 性 及 び 見 る 人 に と っ て の 広 視 野 角 を も た ら す た め に 、 第 １
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の 共 通 電 極 層 を 有 す る 前 記 第 １ の 基 板 と 、 第 ２ の 共 通 電 極 層 及 び ピ ク セ ル 電 極 層 を 有 す る
前 記 第 ２ の 基 板 と に 電 圧 を 印 加 し て 、 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 電 界 を 発
生 さ せ る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 電 界 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、
　 均 一 な 縦 方 向 の 電 界 を 発 生 さ せ る た め に 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 に 、 前 記 第 ２ の 基 板 に あ
る 第 ２ の 共 通 電 極 層 に 印 加 さ れ る 電 圧 と ほ ぼ 等 し い 電 圧 を 印 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 電 界 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、
　 非 縦 方 向 の 電 界 を 発 生 さ せ る た め に 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 に 、 前 記 第 ２ の 基 板 に あ る 第
２ の 共 通 電 極 層 に 印 加 さ れ る 電 圧 と 等 し く な い 電 圧 を 印 加 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 非 縦 方 向 の 電 界 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 と 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 と の 間 に 抵 抗 層 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 横 方 向 の 電 界 を 発 生 さ せ る た め に 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 に 、 第 ２ の 共 通 電 極 層 に 印 加 さ
れ る 電 圧 と 等 し く な い 電 圧 を 印 加 す る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 非 縦 方 向 の 電 界 を 発 生 さ せ る ス テ ッ プ は 、
　 前 記 基 板 の 一 方 の 全 域 に 誘 電 体 層 を 形 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 光 効 率 が 向 上 し た 強 力 な 電 界 を 発 生 さ せ る た め に 、 前 記 ピ ク セ ル 電 極 層 に 電 圧 を 印 加 す
る ス テ ッ プ と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 各 電 極 層 へ の 電 圧 の 印 加 は 、
　 前 記 第 １ の 共 通 電 極 層 と 前 記 第 ２ の 共 通 電 極 層 と の 間 に 、 ピ ク セ ル 電 極 層 の 電 圧 は 入 力
デ ー タ に 依 存 し 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 共 通 電 極 層 の 電 圧 は 入 力 デ ー タ に 依 存 し な い 、 等 し
く な い 電 圧 を 印 加 す る ス テ ッ プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は ２ ０ ０ ２ 年 ８ 月 ２ ６ 日 提 出 の 米 国 仮 出 願 ： 出 願 番 号 第 ６ ０ ／ ４ ０ ５ ９ ９ ９ 号 の 利
益 を 主 張 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は デ ィ ス プ レ イ に 関 し 、 特 に 、 高 速 な 入 力 デ ー タ 転 送 速 度 に 対 す る 高 速 応 答 性 と
、 見 る 人 に と っ て の 広 視 野 角 性 を 有 す る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ （ 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 型 液 晶 デ ィ ス
プ レ イ ） を 作 成 す る た め の 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ は 、 未 だ 開 拓 さ れ 尽 く し て い な い 広 い 応 用 範 囲 を 有 す る が 、 応 答
時 間 が 遅 く 、 視 角 が 狭 い と い う ２ つ の 大 き な 欠 点 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ は 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 を 示 す 。 液 晶 （ liquid crystal: LC） 層 １ ０ は 、 上
側 （ 表 面 ） ガ ラ ス 基 板 １ １ と 下 側 （ 背 面 ） ガ ラ ス 基 板 １ ２ と の 間 に 挟 ま れ て い る 。 液 晶 を
切 り 替 え る べ く 電 界 を 発 生 さ せ る た め に 、 各 基 板 上 に は 、 イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 （ indium
 tin oxide: ITO） か ら 成 る 透 明 電 極 の 薄 層 が 被 覆 さ れ て い る 。 通 常 は 、 上 側 基 板 １ １ 用
の 電 極 １ ３ は 、 一 定 電 圧 （ 例 え ば 、 Ｏ Ｖ ） の 共 通 電 極 で あ る 。 こ こ で は 、 ０ Ｖ は 、 低 電 圧
を 意 味 し て い る 。 こ の 共 通 電 極 は 連 続 的 で あ り 、 デ ィ ス プ レ イ 全 体 の 全 ピ ク セ ル に 広 が っ
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て い る （ そ の た め 、 「 共 通 電 極 」 と 呼 ば れ て い る ） 。 他 方 、 下 側 基 板 １ ２ に あ る 電 極 １ ４
は 、 各 ピ ク セ ル に 個 別 に 割 り 当 て ら れ た ト ラ ン ジ ス タ が 制 御 す る の で 、 ピ ク セ ル 電 極 と 呼
ば れ る 。 Ｌ Ｃ １ ０ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 こ の 電 極 に よ り 変 更 さ れ る 。 図 １ は 、 ピ ク セ ル 電
圧 ＞ ０ の 場 合 の 、 電 界 プ ロ フ ィ ー ル Ｅ も 示 し て い る 。 図 中 に 明 確 に 示 す よ う に 、 こ の デ バ
イ ス に は 、 一 種 類 の 電 界 、 縦 電 界 （ vertical field） の み が 存 在 し て い る 。 こ の 電 界 は 、
液 晶 分 子 を 高 速 で ス イ ッ チ ン グ し て 、 デ バ イ ス を タ ー ン オ ン す る た め に 使 用 さ れ る 。 そ し
て 、 デ バ イ ス を タ ー ン オ フ し た と き は 、 前 記 分 子 が 次 第 に 緩 和 さ れ 、 低 状 態 に 戻 る よ う に
、 ピ ク セ ル 電 圧 は 除 去 又 は 減 少 さ れ る 。 １ つ の 種 類 の 電 界 の み が 発 生 す る と 、 緩 和 は と て
も 遅 く な る た め 、 タ ー ン オ フ 時 間 が 遅 く な る 。 そ し て 、 こ の こ と が 、 今 日 の 多 く の 潜 在 用
途 に お け る 、 液 晶 の 主 な 限 界 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 下 に 説 明 す る の は 、 様 々 な 関 連 す る 従 来 技 術 の 参 考 文 献 で あ る 。 前 記 参 考 文 献 は 、 本
発 明 で 使 用 さ れ る ３ つ の 重 要 な 概 念 で あ る 、 交 差 電 界 効 果 （ crossed-field effect） 、 フ
リ ン ジ 電 界 ス イ ッ チ ン グ （ fringing field switching: FFS） 、 及 び マ ル チ ド メ イ ン 技 術
（ multi-domain technology） を 説 明 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 交 差 電 界 効 果 の 考 え は 、 １ ９ ７ ５ 年 の 、 D. J. Channinに よ る 論 文 （ Applied Physics L
etters, Vol.26, No.11, p603, 1975） に 初 め て 登 場 し た 。 そ し て 、 そ の 後 の 、 D. J. Cha
nninと D. E. Carlsonの 論 文 （ Applied Physics Letters, Vol.28, No.6, 1976） に 登 場 し
た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ６ 年 後 、 Akihiko Sugimuraら に よ り 文 献 （ Proceedings of 14th Conference on Solid 
State Devices, Tokyo, 1982） が 刊 行 さ れ た 。 ま た 、 １ ９ ８ ５ 年 に は 、 Akihiko Sugirnur
aと Takao Kawamuraに よ り 、 他 の 文 献 （ Japanese Journal of Applied Physics, Vol.24, 
No.8, p905, 1985） が 刊 行 さ れ た 。 交 差 電 界 効 果 を 採 用 し て い る 液 晶 デ ィ ス プ レ イ は 、 例
え ば 、 高 電 圧 が 要 求 さ れ る こ と 、 低 コ ン ト ラ ス ト 、 よ り 複 雑 な 構 造 、 不 均 一 な 透 過 率 、 よ
り 複 雑 な 駆 動 な ど の 様 々 な 不 都 合 が あ る 。 前 記 駆 動 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に 必 要 な 電 圧 （ デ
ー タ 又 は 一 般 電 圧 ） を 供 給 （ 又 は 駆 動 ） す る 電 子 回 路 に 関 係 す る 。 い く つ か の ド ラ イ ブ 方
法 は 、 例 え ば 、 様 々 な 時 間 間 隔 で 、 様 々 な 種 類 の 電 圧 を 必 要 と す る た め 、 よ り 複 雑 で あ る
。 交 差 電 界 効 果 で は 、 通 常 は 、 余 分 な 電 極 を 使 用 し て ２ つ の 種 類 の 電 界 （ 縦 方 向 と 横 方 向
） の 制 御 を 必 要 と す る た め 、 よ り 複 雑 な 駆 動 と な る 。 し た が っ て 、 よ り 高 い 駆 動 電 圧 を 必
要 と す る 、 よ り 複 雑 な 構 造 及 び 駆 動 、 及 び 低 コ ン ト ラ ス ト の 傾 向 が あ る の で 、 交 差 電 界 効
果 の 考 え 方 は Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に 使 用 さ れ な か っ た 。 本 発 明 は 、 異 な る 電 極 設 計 を 使 用 す る
こ と に よ り 、 上 記 の 問 題 の 多 く を 改 善 し 、 交 差 電 界 効 果 を Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に 使 用 す る こ と
を 可 能 に す る 。 さ ら に 、 本 発 明 に お け る 交 差 電 界 効 果 の 使 用 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ テ レ ビ に
と っ て も う 一 つ の 非 常 に 重 要 な 必 要 条 件 で あ る 特 有 の 広 視 野 角 性 を も 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 フ リ ン ジ 電 界 ス イ ッ チ ン グ （ Ｆ Ｆ Ｓ ） の 従 来 技 術 調 査 と し て 、 Seung Ho Hongら に よ る
「 Japanese Journal of Applied Physics, "Hybrid Aligned Fringing Field" Vol.40, p
1272 (2001)」 と 、 Seung Ho Hongに よ る 「 Japanese Journal of Applied Physics, Vol.4
1, p4571-4576 (2001)」 が 刊 行 さ れ て い る 。 本 発 明 は 、 Seung Ho Hongら に よ っ て 記 載 さ
れ て い る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド 構 造 を 採 用 す る 。 こ の モ ー ド は 、 効 率 が 改 善 さ れ た Ｉ Ｐ Ｓ （ in-pla
ne-switching： 横 電 界 方 式 ） を 使 用 し て 、 広 視 野 角 を も た ら す た め に 利 用 さ れ る 。 こ の 構
造 を 本 発 明 に 採 用 す る こ と に よ り 、 横 電 界 又 は フ リ ン ジ 電 界 を 発 生 さ せ る の に 必 要 な 電 圧
を 減 ら す こ と が で き る 。 フ リ ン ジ 電 界 を 発 生 さ せ る た め の 電 極 間 の ギ ャ ッ プ は 小 さ い の で
、 電 圧 の 減 少 は 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 駆 動 電 圧 は 低 く な る 。 さ ら に 、 Ｆ Ｆ Ｓ 構 造 は 、
デ ッ ド ゾ ー ン の 無 い 望 ま し い 均 一 な 縦 電 界 を 提 供 す る こ と が で き る 。 な お 、 デ ッ ド ゾ ー ン
は 、 電 界 を 有 し な い 電 極 間 の ギ ャ ッ プ と し て 定 義 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 電 極 間 の ギ ャ ッ プ
は 、 下 側 基 板 の 電 極 構 造 に よ り 作 成 さ れ た 電 界 を 有 す る 。 下 側 基 板 の 電 極 構 造 は 、 絶 縁 層
に よ り 連 続 電 極 層 か ら 隔 て ら れ た 非 連 続 電 極 と し て 知 ら れ て い る 、 ギ ャ ッ プ を 有 す る 電 極
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層 か ら 成 る 。 し か し な が ら 、 非 連 続 性 電 極 の 部 分 は 、 ピ ク セ ル 内 で 、 全 て 同 一 の ト ラ ン ジ
ス タ に 接 続 さ れ て い る 。 下 側 基 板 の 電 極 構 造 は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 構 造 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 構 造 に 対 し て 、 少 な く と も ３ つ の 重 要 な 違 い が あ る 。 第 １ に 、
従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ 構 造 体 は 共 通 電 極 が １ つ し か な く 低 電 圧 な の に 対 し て 、 本 発 明 は 共 通 電 極 が
２ つ あ る 。 最 近 報 告 さ れ た Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド は ２ つ の 共 通 電 極 を 使 用 し て い る が 、 こ の 場 合 、
共 通 電 極 は 両 方 と も 低 電 圧 （ 例 え ば 、 ０ Ｖ ） で あ る 。 対 照 的 に 、 本 発 明 で は 、 １ つ の 共 通
電 極 は 高 電 圧 で あ り 、 も う １ つ の 共 通 電 極 は 低 電 圧 で あ る 。 第 ２ に 、 液 晶 モ ー ド が 異 な る
。 最 近 報 告 さ れ た ２ つ の 共 通 電 極 を 有 す る Ｆ Ｆ Ｓ モ ー ド が Ｈ Ａ Ｎ （ Hybrid-Aligned Nemat
ic :HAN） 型 の 共 通 電 極 を 有 し て い る の に 対 し て 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ で は 、 横 電 界 方 式 に よ る
平 行 配 列 を 使 用 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 は 、 従 来 の Ｆ Ｆ Ｓ と 比 べ る と 異 な る 、 任
意 の 液 晶 モ ー ド 及 び 広 視 野 角 を 発 生 す る 機 構 を 使 用 す る こ と が で き る 。 第 ３ に 、 全 て の 従
来 の Ｆ Ｓ Ｓ 構 造 は 、 交 差 電 界 効 果 を 使 用 し て い な い の で 、 応 答 時 間 が 遅 い 。 そ し て 、 タ ー
ン オ フ 過 程 は 、 Ｌ Ｃ 分 子 の 自 然 な 緩 和 に 依 存 し て い る の で 、 遅 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 従 来 技 術 の 文 献 は 、 マ ル チ ド メ イ ン 技 術 を 採 用 し た Ｌ Ｃ Ｄ に つ い て 言 及 し て い
る 。 本 発 明 は 、 マ ル チ ド メ イ ン と し て 知 ら れ る 、 広 視 野 角 化 す る 機 構 を 採 用 し て い る 。 し
か し な が ら 、 本 発 明 は 、 こ の 技 術 を 採 用 し て い る 従 来 技 術 と 重 要 な 違 い が あ る 。 従 来 技 術
文 献 は 、 主 に マ ル チ ド メ イ ン 化 す る の に 使 用 し て い る の に 対 し て 、 本 発 明 は フ リ ン ジ 電 界
を 生 成 す る の に Ｆ Ｆ Ｓ 構 造 を 使 用 し て い る 。 Takedaら に よ る 、 「 SID' 98, "MVA, Multi-D
omain Vertical Alignment" p1077 (1998)」 を 参 照 さ れ た い 。 マ ル チ ド メ イ ン 化 の た め に
フ リ ン ジ 電 界 を 発 生 さ せ る イ ン タ ー デ ィ ジ タ ル 構 造 は 、 K.H. Kimら に よ る 「 SID' 98, p10
85, (1998)」 で 論 じ ら れ て い る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 従 来 秘 術 で 主 に 使 用 さ れ る 縦 配 列 （
Vertical Alignment: VA） モ ー ド と 比 べ て 、 様 々 な 液 晶 モ ー ド を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し た が っ て 、 今 日 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ ） 技 術 の 向
上 が 必 要 で あ る 。 交 差 電 界 構 造 に と っ て は 、 駆 動 電 圧 が 低 く 、 高 コ ン ト ラ ス ト で 、 駆 動 が
簡 単 で 、 製 造 が 容 易 で あ る こ と が 望 ま し い 。 Ｆ Ｆ Ｓ 又 は マ ル チ ド メ イ ン Ｌ Ｃ Ｄ を 使 用 し て
い る 従 来 の 構 造 に は 、 よ り 高 速 な 応 答 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 製 造 及 び 性 能 の 十 分 な 向 上 を 提 供 す る 。 こ の 構 造 体 に は 異
な る Ｌ Ｃ モ ー ド を 使 用 す る こ と が で き る 。 異 な る Ｌ Ｃ モ ー ド は 、 異 な る 光 効 率 、 応 答 時 間
、 及 び 視 野 角 を も た ら す こ と が で き る 。 Ｌ Ｃ モ ー ド の 選 択 は 、 用 途 の 種 類 に よ っ て 決 定 さ
れ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 目 的 は 、 高 速 な 入 力 デ ー タ 転 送 速 度 に 対 す る 高 速 応 答 性 を 有 す る 薄 膜 ト
ラ ン ジ ス タ 型 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Thin Film Transistor Liquid Crystal Display: TFT-L
CD） の 構 造 及 び 使 用 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 目 的 は 、 液 晶 を 高 速 で 切 り 替 え る べ く 、 縦 方 向 （ vertical） の 電 界 と 非
縦 方 向 （ non-vertical） の 電 界 と の 両 方 を 発 生 さ せ る た め に 、 一 方 は 低 電 圧 （ ０ Ｖ ） で あ
り 他 方 は 高 電 圧 （ ５ Ｖ ） で あ る ２ つ の 共 通 電 極 と 、 １ つ の ピ ク セ ル 電 極 と を 有 す る Ｔ Ｆ Ｔ
－ Ｌ Ｃ Ｄ の 構 造 及 び 使 用 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 目 的 は 、 交 差 電 界 効 果 が 必 要 と す る 電 圧 が 従 来 の 交 差 電 界 デ バ イ ス よ り
も 低 く 、 そ の た め Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に 適 用 で き る 構 造 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 目 的 は 、 交 差 電 界 効 果 が 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ に 使 用 さ れ る 駆 動 方 法 を 簡 単
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に す る 構 造 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 目 的 は 、 交 差 電 界 効 果 が 高 い コ ン ト ラ ス ト 能 力 を 有 し 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ
に つ い て の 製 造 プ ロ セ ス が 簡 単 な 、 構 造 及 び 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 目 的 は 、 見 る 人 に と っ て の 広 視 野 角 を 有 す る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 構 造 及 び
使 用 す る た め の 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 目 的 及 び 利 点 は 、 以 下 の 、 添 付 し た 図 面 に 概 略 的 に 示 し た 現 在 の 好 ま
し い 実 施 態 様 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 開 示 さ れ た 実 施 形 態 を 詳 細 に 説 明 す る 前 に 、 本 発 明 は 、 そ の 応 用 に お い て 以 下
に 説 明 す る 実 施 形 態 の み に 限 定 さ れ る も の で は な い こ と を 理 解 さ れ た い （ 他 の 実 施 形 態 も
可 能 で あ る ） 。 ま た 、 こ こ で 使 用 さ れ る 専 門 用 語 は 、 説 明 目 的 の た め に 使 用 さ れ 、 限 定 す
る た め の も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 基 板 と 、 第 ２ の 基 板 と 、 前 記 第 １ の 基 板 と 前 記 第 ２ の 基 板 と の 間 に 配
置 さ れ た 液 晶 と 、 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 に 隣 接 し て 配 置 さ れ た 電 極 層 間 に 電 界 を 発 生 さ
せ る 手 段 と か ら 成 る こ と に 留 意 さ れ た い 。 本 発 明 の 特 徴 は 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 電 極 層
の 配 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 高 電 圧 又 は 低 電 圧 に す る こ と が で き る 、 連 続 的 又 は 不 連 続 で あ る 、 及 び Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ
の 駆 動 中 は 印 加 さ れ る 電 圧 が 入 力 デ ー タ に 依 存 し な い 共 通 電 極 が 存 在 す る 。 ま た 、 連 続 的
又 は 不 連 続 で あ り 、 印 加 さ れ る 電 圧 が 入 力 デ ー タ に 依 存 す る ピ ク セ ル 電 極 が 存 在 す る 。 １
つ の 共 通 電 極 は 上 側 基 板 （ 第 １ の 基 板 ： 表 面 基 板 ） に 設 け る こ と が で き 、 第 ２ の 共 通 電 極
は 下 側 基 板 （ 第 ２ の 基 板 ： 背 面 基 板 ） に 設 け る こ と が で き る 。 ま た 、 下 側 基 板 に 設 け ら れ
る 第 ３ の 電 極 層 は 、 意 図 的 に 不 連 続 に す る こ と が で き る が 、 こ こ で は １ つ の 層 と 見 な す （
図 中 で は １ つ の 符 号 で 示 す ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 電 圧 が 等 し く な い ２ つ の 共 通 電 極 と １ つ の ピ ク セ ル 電 極 と の 組 み 合 わ せ が 、 ピ ク セ ル 電
極 に 変 化 す る 電 圧 が 印 加 さ れ た と き に 、 高 速 応 答 性 及 び 広 視 野 角 を 有 す る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ
を 提 供 す る こ と は 自 明 で は な か っ た 。 高 速 応 答 性 は 、 デ バ イ ス の タ ー ン オ ン 及 び タ ー ン オ
フ モ ー ド が 、 Ｌ Ｃ 分 子 が 瞬 時 に 整 列 （ align） 及 び 緩 和 （ relax） す る 電 界 に よ り 駆 動 さ れ
た 場 合 に 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ は 、 新 規 な 設 計 で あ る 、 本 発 明 に 係 る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 を 示 す 。 こ の 設 計 の 主
な 新 規 な 点 は 、 １ つ の 共 通 電 極 し か 有 さ な い の で は な く 、 ２ つ の 共 通 電 極 ２ １ 、 ２ ３ を 有
す る こ と で あ る 。 共 通 電 極 ２ １ 、 ２ ３ の 一 方 は 、 低 電 圧 （ 例 え ば 、 ０ Ｖ ） で あ り 、 他 方 は
高 電 圧 （ 例 え ば 、 ５ Ｖ ） で あ る 。 こ こ で は 、 下 側 基 板 ２ ４ に あ る 第 ２ の 共 通 電 極 層 ２ ３ が
低 電 圧 （ ０ Ｖ ） な の に 対 し て 、 上 側 基 板 ２ ２ に あ る 第 １ の 共 通 電 極 層 ２ １ は 一 定 の 高 電 圧
（ ５ Ｖ ） で あ る 。 第 ２ の 共 通 電 極 層 ２ ３ は 、 電 気 絶 縁 層 で あ る 保 護 層 ２ ６ に よ っ て 、 ピ ク
セ ル 電 極 層 ２ ５ か ら 隔 て ら れ る 。 ピ ク セ ル 電 極 層 ２ ５ に 低 電 圧 （ ０ Ｖ ） が 印 加 さ れ た と き
は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 均 一 な 縦 電 界 ３ ０ が 発 生 す る 。 こ の 、 ピ ク セ ル 電 圧 が ０ Ｖ の と き
に 発 生 し た 均 一 な 縦 電 界 ３ ０ は 、 通 常 は 暗 状 態 （ dark state） を も た ら す 。 ま た 、 電 界 駆
動 さ れ る の で 、 高 速 な 切 り 替 え を 有 す る 。 こ れ は 、 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ デ バ イ ス で 発 生
し た 縦 電 界 に よ り 行 わ れ る 高 速 な 切 り 替 え と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は 、 ピ ク セ ル 電 圧 が ５ Ｖ で あ り 、 明 状 態 （ bright state） の 場 合 を 示 し て い る 。 ピ
ク セ ル 電 極 層 ２ ５ に ５ Ｖ の 電 圧 が 印 加 さ れ た と き 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 フ リ ン ジ 電 界 に よ
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っ て 、 新 規 な 電 界 パ タ ー ン ４ ０ が 瞬 時 に 作 成 さ れ る 。 前 述 し た よ う に 、 下 側 基 板 に あ る 共
通 電 極 ２ ３ の 電 圧 が ０ Ｖ で 、 ピ ク セ ル 電 極 ２ ５ の 電 圧 が ５ Ｖ で あ る 間 は 、 上 側 基 板 に あ る
共 通 電 極 ２ １ の 電 圧 は ５ Ｖ で あ る 。 こ れ は 、 通 常 は 明 状 態 で あ る 、 異 な る 光 透 過 を 有 す る
、 新 し い 液 晶 配 列 状 態 を も た ら す 。 こ の 切 り 替 え は 電 界 に よ り 駆 動 す る の で 、 こ の 新 し い
状 態 へ の 切 り 替 え ス ピ ー ド も 高 速 で あ る 。 そ の た め 、 こ の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 新 し い 構 造 は
、 高 速 の タ ー ン オ ン 及 び タ ー ン オ フ ・ ス ピ ー ド の 両 方 を も た ら す （ 両 方 と も 電 界 駆 動 さ れ
る の で ） 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 例 １ ： １ つ の 共 通 電 極 へ の 低 電 圧 ）
　 図 ２ で は 、 共 通 電 極 ２ １ に 印 加 さ れ る 電 圧 は ５ Ｖ で あ る 。 こ の 電 圧 は 、 縦 電 界 強 度 を 減
少 さ せ て 横 電 界 を 強 め る た め に 、 低 く す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 横 電 界 が 強 く な り 、 多
く の 分 子 が 明 状 態 に 切 り 替 わ る の で 、 光 効 率 を 向 上 さ せ る の に 役 立 つ 。 一 方 、 こ れ は 、 微
弱 な 縦 電 界 の 形 成 が 原 因 で 、 対 応 す る 明 か ら 暗 状 態 へ の 応 答 時 間 を 増 加 さ せ る 。 残 り 電 圧
の 計 測 値 は 、 下 側 基 板 ２ ４ に あ る 共 通 電 極 ２ ３ で は Ｖ ＝ ０ 、 ピ ク セ ル 電 極 ２ ５ で は Ｖ ＝ ０
～ ５ Ｖ で あ る 。 共 通 電 極 ２ ３ は 、 保 護 層 ２ ６ に よ り 、 ピ ク セ ル 電 極 ２ ５ と 電 気 的 に 絶 縁 し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 （ 実 施 例 ２ ： 下 側 電 極 へ の 高 電 圧 ）
　 図 ２ で は 、 共 通 電 極 ２ ３ が 低 電 圧 な の に 対 し て 、 共 通 電 極 ２ １ は 高 電 圧 で あ る 。 そ し て
、 原 理 上 、 こ れ ら ２ つ の 電 極 は 、 入 れ 替 え る こ と が で き る 。 こ の 入 れ 替 え た 例 を 図 ５ に 示
す 。 図 ５ で は 、 下 側 基 板 ５ ４ の 第 ２ の 共 通 電 極 ５ ３ が 高 電 圧 （ ５ Ｖ ） な の に 対 し て 、 上 側
基 板 ５ ２ の 第 １ の 共 通 電 極 ５ １ は 低 電 圧 （ ０ Ｖ ） で あ る 。 こ の 代 替 設 計 は 、 保 護 層 ５ ６ に
起 因 す る わ ず か に 高 い 電 位 差 の た め に 、 均 一 な 縦 電 圧 を よ り 少 な く す る 。 図 ５ で は 、 ピ ク
セ ル 電 極 ５ ５ か ら 高 い 電 界 が 放 射 さ れ る 。 そ の た め 、 上 側 電 極 ５ １ か ら 電 界 が 放 射 さ れ る
電 界 よ り も 高 い 電 界 が 、 保 護 層 ５ ６ を 横 切 っ て 作 成 さ れ る 。 こ こ で 使 用 さ れ る 「 保 護 層 」
と い う 専 門 用 語 は 、 一 般 に 、 絶 縁 層 の 呼 び 名 で 知 ら れ て い る こ と に 留 意 さ れ た い 。 ま た 一
方 、 電 圧 降 下 を 補 う た め に 、 原 理 上 は 、 ピ ク セ ル 電 極 ５ ５ と 第 ２ の 共 通 電 極 層 ５ ３ と の 間
で 生 じ る 電 位 差 は 、 第 ２ の 共 通 電 極 ５ ３ へ の 電 圧 又 は ピ ク セ ル 電 極 ５ ５ へ の 電 圧 を 変 化 さ
せ る こ と に よ り 、 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 例 ３ ： 共 通 電 極 及 び ピ ク セ ル 電 極 の 入 れ 換 え ）
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 ５ Ｖ の 第 １ の 共 通 電 極 層 ６ ０ は 、 上 側 基 板 ６ １ に 設 け ら れ て い る 。
下 側 基 板 ６ ３ は 、 ０ ～ ５ Ｖ の ピ ク セ ル 電 極 層 ６ ２ と 、 ０ Ｖ の 第 ２ の 共 通 電 極 層 ６ ４ を 保 持
す る 。 ピ ク セ ル 電 極 層 ６ ２ は 、 保 護 層 ６ ５ に よ り 、 共 通 電 極 層 ６ ４ と 電 気 的 に 絶 縁 し て い
る 。 こ の 構 造 で は 、 共 通 電 極 層 ６ ４ と ピ ク セ ル 電 極 層 ６ ２ の 位 置 は 、 図 ２ に 示 し た 構 造 と
比 べ る と 入 れ 替 え ら れ て い る 。 構 造 の 選 択 は 、 製 造 プ ロ セ ス 能 力 と 、 最 適 化 さ れ た 電 極 の
幅 及 び ギ ャ ッ プ と に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 （ 実 施 例 ４ ： 抵 抗 フ ィ ル ム の 使 用 ）
　 図 ７ に 示 す よ う に 、 横 電 界 の 距 離 を 伸 ば す 手 段 と し て 、 下 側 基 板 の ピ ク セ ル 電 極 と 第 ２
の 共 通 電 極 と を 接 続 す る た め に 抵 抗 フ ィ ル ム ７ ０ を 使 用 す る こ と が で き る 。 ピ ク セ ル 電 極
７ ２ の 電 圧 が 高 い 場 合 、 抵 抗 フ ィ ル ム ７ ０ を 横 切 っ て 、 ピ ク セ ル 電 極 ７ ２ と 第 ２ の 共 通 電
極 ７ １ と の 間 に 電 位 勾 配 が 生 じ る 。 明 状 態 の 間 に Ｌ Ｃ 分 子 を 切 り 替 え る た め に 、 横 電 界 は
、 ピ ク セ ル 電 極 ７ ２ と 第 ２ の 共 通 電 極 ７ １ と の 間 に 作 成 さ れ る 。 上 側 基 板 に あ る 第 １ の 共
通 電 極 ７ ４ は 、 例 え ば ５ Ｖ の 高 電 圧 を 有 す る 。 し か し な が ら 、 横 電 界 の 強 度 を 高 め る た め
に 、 こ の 電 圧 は 、 例 え ば ２ Ｖ ま で 下 げ る こ と が で き る 。 他 方 で は 、 ピ ク セ ル 電 極 ７ ２ の 電
圧 が 共 通 電 極 ７ １ の 電 圧 と 同 じ で あ る 場 合 は 、 抵 抗 フ ィ ル ム を 横 切 る 電 位 勾 配 は 生 じ ず 、
導 電 性 電 子 に よ っ て 、 前 記 フ ィ ル ム を 横 切 っ て 一 定 で 均 一 の 電 位 が 生 じ る 。 図 ７ は 、 ピ ク
セ ル 電 極 ７ ２ と 第 ２ の 共 通 電 極 ７ １ と の 間 に 、 よ り 長 い 横 フ リ ン ジ 電 界 及 び よ り 高 効 率 の
明 状 態 を も た ら す 、 水 平 な 電 界 を 発 生 さ せ ら れ る こ と を 示 す 。

10

20

30

40

50

(7) JP 2006-523850 A 2006.10.19



【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 例 ５ ： 誘 電 体 層 の 使 用 ）
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 側 基 板 ８ １ の 共 通 電 極 層 ８ ０ が ０ Ｖ の 場 合 、 共 通 電 極 層 ８ ０ と Ｌ
Ｃ 層 ８ ３ と の 間 で の 誘 電 体 層 ８ ２ を 使 用 す る と ０ Ｖ の 上 側 基 板 が 下 側 電 界 か ら 遠 く な る の
で 、 Ｌ Ｃ セ ル の 上 側 部 分 に お け る 横 電 界 の 強 度 を 強 く す る こ と が で き る 。 誘 電 体 層 ８ ２ は
、 共 通 電 極 ８ ０ に 隣 接 し て い る 。 こ の 誘 電 体 層 は 、 セ ル ギ ャ ッ プ を 小 さ く し 、 横 フ リ ン ジ
電 界 を 強 め る こ と が で き る （ 比 喩 的 に 言 う と 、 上 側 電 極 が 遠 く へ 離 れ る の で ） 。 共 通 電 極
層 ８ ４ と ピ ク セ ル 電 極 層 ８ ５ と の 間 に 生 じ る フ リ ン ジ 電 界 は 強 く な る と 、 光 効 率 は 向 上 す
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 （ 実 施 例 ６ ： 自 然 な 広 視 野 角 形 成 ）
　 図 ９ で は 、 フ リ ン ジ 電 界 が 、 マ ル チ ド メ イ ン （ Multi-domain） の 形 成 を も た ら す 。 マ ル
チ ド メ イ ン は 、 第 ２ の 共 通 電 極 層 ９ ２ の 間 に あ る ギ ャ ッ プ ９ ０ 、 ９ １ の 中 央 平 面 に 対 し て
、 左 右 対 象 で あ る 。 こ の マ ル チ ド メ イ ン の 形 成 は 、 左 右 及 び 上 下 の ２ 方 向 に お け る 広 視 野
角 を も た ら す 。 マ ル チ ド メ イ ン 縦 配 向 （ Multi-domain Vertical Alignment：  MVA） と し
て 知 ら れ る ジ グ ザ グ 電 極 構 造 を 採 用 す る こ と に よ り 、 ４ 方 向 す べ て か ら の 広 視 野 角 を も た
ら す こ と が で き る 。 図 ９ は 、 上 側 基 板 ９ ４ に あ る 第 １ の 共 通 電 極 層 ９ ３ が ５ Ｖ で あ り 、 下
側 基 板 ９ ５ に あ る 第 ２ の 共 通 電 極 層 ９ ２ が ０ Ｖ で あ り 、 ピ ク セ ル 電 極 ９ ６ が ５ で あ る 場 合
の 、 左 右 対 称 な フ リ ン ジ ・ パ タ ー ン に よ る 、 マ ル チ ド メ イ ン の 自 然 な 形 成 を 示 す 。 な お 、
図 ９ は 、 自 然 な 広 視 野 角 を 形 成 す べ く 、 フ リ ン ジ 電 界 が Ｌ Ｃ 分 子 を 異 な る 姿 勢 を さ せ る こ
と を 示 す イ ラ ス ト を 追 加 し た 以 外 は 、 図 ４ に 示 し た 構 造 と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 成 果 の 詳 細 な 説 明 、 実 施 例 及 び シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 は 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ 型
液 晶 デ ィ ス プ レ イ 技 術 の 知 識 と 開 発 を 進 展 さ せ る 手 段 を 提 供 す る 。 本 発 明 の こ の 新 規 な 特
徴 は 、 交 差 電 界 効 果 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ へ の 採 用 、 高 速 応 答 性 及 び 広 視 野 角 の た め の 交 差 電
界 効 果 と 広 視 野 角 と の 組 み 合 わ せ 、 ２ つ の 共 通 電 極 構 造 （ 両 方 と も 高 電 圧 及 び 低 電 圧 ） 、
電 界 効 果 を 発 生 さ せ る た め の 新 規 な 構 造 、 マ ル チ ド メ イ ン Ｌ Ｃ Ｄ を 作 成 す る た め の 新 規 な
構 造 を 含 む （ た だ し 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 、 実 際 に あ る と 推 定 さ れ る い く つ か の 実 施 形 態 及 び 変 形 例 に よ っ て 、 様
々 な 表 現 で 説 明 、 開 示 、 図 解 及 び 示 し た が 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 そ れ ら に よ っ て 制 限 さ れ る
わ け で は な い 。 そ し て 、 こ こ で 、 示 唆 又 は 教 え ら れ る 他 の 変 形 例 及 び 実 施 形 態 は 、 本 発 明
の 範 囲 に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 １ つ の 共 通 電 極 を 有 す る 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 を 示 す 。
【 図 ２ 】 ２ つ の 共 通 電 極 と １ つ の ピ ク セ ル 電 極 層 と を 有 す る 新 規 な Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体
の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 に お い て 、 ピ ク セ ル 電 圧 が ０ Ｖ （ 暗 状 態 ） の 場 合 に
、 均 一 な 縦 電 界 が 発 生 し た 様 子 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ２ の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 に お い て 、 ピ ク セ ル 電 圧 が ５ Ｖ （ 明 状 態 ） の 場 合 に
、 新 規 な 電 界 パ タ ー ン が 発 生 し た 様 子 を 示 す 。
【 図 ５ 】 新 規 な Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 の 第 ２ の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 構 造 体 に お い て 、 異 な る 電 極 層 に 電 力 を 供 給 す る 場 合 を 示
す 。
【 図 ７ 】 ２ つ の 共 通 電 極 と 共 に 、 抵 抗 フ ィ ル ム を 使 用 し た 第 ３ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ２ の 新 規 な 構 造 体 と 共 に 、 誘 電 体 層 を 使 用 し た 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 す 。
【 図 ９ 】 新 規 な 構 造 体 で 発 生 し た 非 縦 方 向 の 電 界 パ タ ー ン を 示 す 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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摘要(译)

TFT-LCD（薄膜晶体管液晶显示器）的新颖结构配置，其导致对输入数
据的快速响应并提供宽视角。该器件的结构包括一个像素电极层和两个
公共电极层。本发明的结构可以用于需要快速响应和宽视角的液晶显示
电视（LCD-TV）监视器。另外，需要高速响应的其他液晶技术将受益于
本发明的TFT-LCD。
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